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論文  内'容要
旨
 臨床的に肝癌或いは肝膿瘍などいわゆるSpaceocoupyinglesionにむいて肝並び
 に血清アルカリフォスファターゼ活性(以下A.P.活性と略記する)が,いかなる変動を示すか
 を家兎について検討するため,著者は胆管の部分結紮を施行し,結紮肝葉の顕微化学的及ぴ病理
 組織学的変化を非結紮肝葉のそれと比較し,特に組織A.P.活性の変動を中心に観察した。また
 こ乳らの変化に対するクロールプロマジン(以下ch.p.と略記する)及びグルクロン酸(以下
 G酸と略記する)の影響について観察した。
 実験方法としては成熟家兎を用い,次の5群にわけ実験した。すなわち1群のch.p.投与群
 についてはGh・p・20π9五鯨を連日2週間に亘り胃内に投一与后開腹・肝小片を採取后・胆・管の
 部分結紮を施行し,それぞれ2,3,4,24及び48時間結紮后,非結紮葉及び結譲葉より肝
 小片を採取し,それぞれについて肝組織A,.P.活性並びに肝組織所見を検索した。また血清A』
 p.活性については,Ch.p,投,与前,投一与后1週間后及び2週間后さらに結紮后の4回に亘り
 採血し,そ'れぞれについて血清A.P.活性を測定した。また丑群のCh、P.及びG酸投与群につ
 いてはch・p・20勉9/鈎に加えてG酸10肱9ノ働を1群と同様に投与して観察した。
 さらに班群の長時間結紮群については結紮時間を7日間に延長し,結紮期間中,連日L丑群
 と同様に三無斉1を墨乏一与し,投一与多、旨斉{iにより,1群の索酸負荷群,n群σ乙)ch.p.投一与務毛,副書羊のch.
 p.α酸投与群に分け,それぞれについて1,H群と同様の事項について観察し,次の途、苦果を得た。
 胆管部分結紮前に寿げるch.p.の影響は,肝組織所見では細胞浸潤を主変化とし,軽度の細
 胞溷濁腫脹を示す数例を認めたが,血清A.P、活性には団定の変化を認めず,肝A.P.所見でも
 著明友変化を認めなかったが,oh.p.(}酸投与群に比較ナると軽度増強を示す傾向がうかがわ
 れた。
 胆管部分結紮后の薬剤の影響については・班群は他群と条件が異なるが,これを1,.皿群と同
 列にむき季1)無負荷群,2)oh.P.投一与群,5)ch.P.G酸投一与群の5群にわけて観察す
 ると,肝A、P.所見では2)群では結紮2時間でその増強度は急激に増強して頂点に達し,以后
 漸減を示しながら一定の増強を示した。
 また5)群で1詣その増強の頂点は結紮后24,48時間后にずれ,以后漸減し,薬剤の影響
 は結紮短時間群に著明に認められた。血清A・p.の変化は2)群で24時1臨5)群では1)群
 と似て48時間で頂点に達し,以后漸減傾向を示した。また粗筋牙見では網状壊死を中心に観察
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 すると,そ'の発生頻度は2)群では24時間盾,(}酸餅用の5)群ではやや遅延し,48時間后
 に最も著明に出現し,長時間結紮后では網状壊死は減少し,グリソン鞘の結合織増殖,偽胆管形
 成が出現したoI,恥皿群を通し非結紮葉にも肝A.P.活性増強を示す例を認めたが,皿群に
 最も著明で,皿群では結紮葉,非結紮薬共に薬剤の影響は著明に認められなかった。
 従ってミ著者は次のように結論している。
 1)ch.p.の肝に対する影響については,oh.p.投与盾の主左変化は細胞浸潤で軽度の組
 織A.P.活性の増強を示し,結紮后急激に短時間で肝A.P..活性が増強する事実は,すでに投与
 されたGh.p.による胆汁鱒浦の傾向が,さらに機械的胆管閉塞によ抄亢進されたと考えられる。
 2)胆管部分纈1を后の薬剤の影響については各薬剤の影響は短時間結紮群に著明で結紮時間の
 延長に従って著明左影響は認められない。特にGh、p.群の結紮后2時間后の肝A.P.活性の著
 '明な増強はG豆.p,の影{、罪と考えられ,G酸餅用群でその増強の頂点が結紮48時間后にずれる
 のはG酸の影響と考えられる0
 3)蝋1青紫葉の我償性については非県議を葉の肝A.P.活性の増強が長時間結紮群に高度主事及
 ぴ各群を通じ肝,血清A'.P.活性共に結紮一定時間后頂点に達し以后漸減を示す事は非結紮葉の
 A.P.排泄機能の代償亢進と推定される。
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 審査結果の要旨
 著者は胆管の部分結紮を施行し,結紮肝葉の顕微化学的及び病理組織学的変化を非結紮肝葉の七
 れと比較し,特に組織A.P.活性の変動を中心に観察しゴ'またこれらの変化に対するク・一ルブ
 ロマジソ(以下cb.P.と略記する)及びグルク・ン駿(以下G峻と略記する)の影響について
 観察'している。
 実験方法としては成熟家兎を用鴨次の5群πわけ実験している。すなわちlI群のob.P.投
 与群についてはGb.P.20ア襯/照を連日2週間に亘り胃内に投与后開腹肝小片を採取后,胆
 管の部分結紮を施行し,それぞれ2,5,'4,24及ひ48時間結紮后,非結紮葉及ひ結紮葉より
 肝小片を採取」七れぞれについて肝組織A.P.活性並びに肝組織所見を検索し,葦た血清
 A,P.活性π③いては,cb.P.投一与前,投与后1週間后及び2週間后さらに結紮后の4回に
 亘り採血しそ・れぞれについて血清A.P.活性を測定している。董たll詳のcb.P,及びa酸
 投葺群についてはcb.P.20囎/㎏に刀日えて〔}酸100昭/呼を1群と同様に投与して観察し
 ている.
 さらに皿群の長時間結紮群πついては結紮時間を7日間に延長し,結紮期間中,連日1,,ll群と
 同様に薬剤を投与し,投与薬剤により,1膵の無負荷群,ii群…のcb・P.投与群,1“群のob.
 P.G酸投与群に分け,それぞれについてi,11群と同様の事項πついて観察し,次の結果を得て
 いる。
 1〕ch.P、の肝に対する影響については,oh.P.投与后の王左変化は細胞浸潤で軽度の
 組織A.P.活性の増強を示し,結紮后急激に短時間で肝A.P.活性が増強する事実は,すでに
 投与されたcb.P.による胆汁うつ滞の傾向が,さらに機械的胆管閉塞πより亢進されたと考え
 られる。
 2)胆.管部分結紮后の薬剤の影響については各薬剤の影響は短時間結紮群に藩明で結紮時間の延
 長冗従って碧明な影響は認められない。特にcb,P.群の堵紮后2時間后の肝A.P.活性の箔
 明な増強はCh.P.の影響と考えられ,σ酸併用群で七の増強の頂点が結紮48時間后にずれる
 のはα駿の影響と考えられる。
 5)非結紮葉の代償性については非結紮葉の肝A.P.活性の増強が長時間結紮群に高度な箏及
 び各群を通じ肝戸血清A.P.活性共π結紮一定時間后頂点に達し以后漸滅を示す塾は麟岩紮葉の
 A.P.排池機能の代償亢進と推定されると結論している。
 よって,本論文は学位授与に値すると認める。
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